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The purpose of this study is to inspect the wind and heat environment in the current situation and the future 
plan. And it is to inspect the wind and heat environment improvement effect by improvement plan considering 
building and tree. As a result of the inspection, the following three point were suggested. 
1. It was shown that wind circulation improves when ratio of the pitch of building interval to the building length 
is about 55%. 
2. It was suggested that by setting building arrangement in a staggered arrangement, the wind speed ratio is 
reduced and the building wind is suppressed. 
3. It was suggested that trees planted in front of the building are alternately planted in shrubs and tall trees in a 
state that the buildings are arranged in a zigzag manner, thereby affecting the wind and heat environment 
improvement effect. 
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１．はじめに 
 我が国においても，水辺への関心から 1980 年代以降，
みなとみらい 21，お台場などのウォーターフロント開発が
行われてきており，1990 年代からは複合型ウォーターフロ
ント開発から持続可能なウォーターフロント開発へと変
化してきている．しかし，都市域が拡大することによって，
都市形態の変化や建築物の高層化・高密度化，人口増加に
伴う人工排熱の増加により，ヒートアイランド現象の促進
が懸念される． 
 東京都では，2020 年に東京オリンピックが開催され，臨
海部においてウォーターフロント開発が行われることで
建物の高層化及び高密度化の問題が考えられることや，オ
リンピックによるインバウンドの増加やオリンピック後
に選手村が一般の住居へリノベーションされることによ
り，人口増加に伴う人工排熱の増加が見込まれることで，
都内におけるヒートアイランド現象の促進へと繋がる可
能性が予測される． 
このような状況下で，ヒートアイランド現象の緩和対策
の一つの手法として，「風の道」の考え方が挙げられてい
る．これは海風や山風の新鮮な空気を計画的に都心部に流
し込み，都心部の空気循環を促進すると同時に都心部の冷
却効果を目的としているものである．例えば，都市内の一
定地域においては高層化を図りつつ一方では中層・低層地
域を別途確保することで，海や周辺地域からの風が都市内
を通る「風の道」が形成されると考えられる．しかし，我
が国における汐留の再開発では，海風の進入が高層ビルに
よって阻害されてヒートアイランドの強化に繋がったこ
とや高層ビルの隣棟間隔が狭いことによって引き起こさ
れる強力なビル風に繋がったとされ，社会的に大きな注目
を浴びた．以上からも，ヒートアイランド対策として建物
の隣棟間隔や配置の工夫が肝要であると言える．また，ビ
ルを高層化することで建築面積を小さくする代わりに緑
地帯を増やすことなど，緑化を推進することでヒートアイ
ランドの緩和が図られると考えられる． 
そこで本研究では，水辺の都市の風の道を有効活用した
まちづくりのために，2020 年東京オリンピックを契機に都
市形態の変化や人口増加が見込まれる東京都晴海地区を
対象とし，現況及び将来計画における風・熱環境の検証を
行い，建物と樹木に着目した風・熱環境における改善シナ
リオを作成し，風・熱環境改善効果の検証を行う． 
 
２．既往研究のレビューと本研究の位置づけ 
建物配置や隣棟間隔が風・熱環境に及ぼす影響に関する
研究としては，斉藤ら 1)は，環境を配慮した住宅地デザイ
 ンに着目しており，隣棟間隔が 10～20m と広く，敷地内に
まとまった庭を配する戸建て住宅街では，他の戸建て住宅
街と比較し平均気温が 1～1.5℃低い値となると示してい
る．しかし，戸建の住宅街での隣棟間隔の違いが風に与え
る影響についての検証はされているが，高層の建物などが
連立する街区での隣棟間隔の違いが風に与える影響につ
いての検証はされていない．佐々木ら 2)は，臨海部に位置
する中高層市街地での建物配置と風通しに着目した風通
し改善モデルの研究において，総合設計制度による高層建
物モデルと千鳥配置にしたモデルでは同程度の風速比改
善効果が得られると示している．建物配置に着目した検証
は行われているが，隣棟間隔と建物配置の関係性に着目し
た検証は行われておらず，隣棟間隔と建物配置の関係性か
ら風・熱環境への影響を検証する必要がある．林ら 3)は，
CASBEE-HI の風通しに関する採点基準の評価を中心に隣
棟間隔と建物配置に着目しており，隣棟間隔指標は見付面
積比との間に多重共線性の問題があり，有効性に関して再
考の余地があると示している．隣棟間隔指標に再考の余地
があることから，風通しの良い隣棟間隔を検証する必要が
ある．そこで本研究では，CFD 解析により風通しの良い隣
棟間隔を定量的に検証し，隣棟間隔を考慮した建物配置が
風・熱環境に与える影響について検証を行う． 
樹木の高さや配置が風環境や熱環境に及ぼす影響に関
する研究としては，リジャルら 4)は，1m，5m の樹木を用
いて，気温の低減効果と風速の低減効果に関して論じてい
る．2 種類の樹高を用いた気温の低減効果と風速の低減効
果の検証は行われているが，10m 以上の樹木を用いた検証
は行われていない．眞下ら 5)は，実在街区内において，単
一の樹木の植樹数と配置に着目した，風速低減効果につい
て論じているが，建物配置と樹木の関係性について検証さ
れていない．吉田 6)は，仮想街区内において複数の高さの
樹木に着目した，風通しや温熱環境について論じているが，
植樹間隔を考慮していない．以上のように，これらの研究
は建物配置と樹木の関係性の観点や植樹間隔を考慮した
検証は行われおらず，建物配置と樹木の関係性や植樹間隔
を考慮した風・熱環境への影響を検証する必要がある． 
そこで本研究では，CFD 解析により緑化による暑熱環境
改善効果を把握し，街区内の建物配置を考慮した樹高の違
いが風・熱環境に与える影響について検証する． 
 以上を踏まえると，本研究には以下のような特色がある
といえる． 
① 風通しの良い隣棟間隔を定量的に示し，隣棟間隔を考
慮した建物配置の違いが風・熱環境に与える影響につ
いて検証している点． 
② 緑化による温熱環境改善効果を明らかにし，街区内の
建物配置を考慮した樹高の違いが風・熱環境に与える
影響を検証している点． 
 
３．対象地域の概要 
（１）晴海地区の概要 
本研究の対象地域の晴海地区は中央区の月島地域に位
置しており，晴海地区は水辺の景観に優れ，都心にほど近
い立地特性を有している．現在，晴海地区は大規模な低未
利用地が多く存在している状況であるが，2020 年東京オリ
ンピックに伴う大規模なウォーターフロント開発が計画
されている．また，特に晴海五丁目地区については，オリ
ンピック選手たちが生活する選手村となり，オリンピック
後には選手村が一般の住居へリノベーションされること
により，晴海地区全体で大きな人口増加や都市形態の変化
が見込まれるため，風・熱環境が悪化し，ヒートアイラン
ド現象が促進する可能性が考えられる． 
（２）晴海地区の将来計画動向 
東京都は 2016 年 3 月に「東京 2020 大会後の選手村にお
けるまちづくりの整備計画」7）を策定し，大会後の選手村
のまちづくりの方向性を示している．また，同年4月には，
「晴海五丁目西地区第一種市街地再開発事業」に着手し， 
2016 年 9 月に図 1 に示す晴海五丁目西地区第一種市街地
再開発事業のイメージパース 8)を掲載した．しかし，土地
用途や建物用途，建物情報などの詳細な開発概要の情報は
掲載されていない現状である． 
 
４．開発状況調査 
 現況及び将来計画における，風・熱環境の検証を行うた
めには，晴海五丁目西地区第一種市街地再開発事業を調査
する必要があるが，東京都は詳細な開発概要を掲載してい
ない．そのため，現地調査を行い，各街区及び各棟の全体
図 1 晴海五丁目地区イメージパース 8) 
図 2 全体配置図 
 配置図の情報を得ることができた．図 2に筆者が作成した
全体配置図を示す．また，晴海五丁目西地区第一種市街地
再開発事業の計画を推進している東京都都市整備局市街
地整備部再開発課より，晴海五丁目西地区第一種市街地再
開発事業における事業計画書の資料データを得ることが
できた.そこで，資料データから各街区及び，各棟の概要を
表 1 にまとめた． 
 
５．現況及び将来計画シミュレーション 
（１）解析手法について 
 本研究では，CFD 解析を用いて風・熱環境の検証を行う．
CFD 解析は流体の流れと熱伝導を計算し，その動きを観察
する手法である．建物などの形状をリアルに再現して，風
通しの改善効果などを評価できることが特徴であり，風・
熱環境の検証を行うに際して有効な解析手法である．また，
本研究では株式会社環境シミュレーションが製作した，
WindPerfectDX を用いる．CFD 解析を行うにあたりモデル
を作成する必要があるが，現況モデルに関してはプレミア
ムシリーズ詳細地図 2014，将来計画モデルに関しては図２
を参考に作成した． 
（２）解析対象と解析条件 
CFD 解析を行うにあたり，気象条件と解析条件を設定す
る必要がある．本研究では，2016 年で最高気温が最も高か
かった 2016 年 8 月 9 日 13 時台の気象条件を解析に用いる
パラメータとした．また，風向に関しては対象地域が臨海
部であるため，臨海部から都心へと流れる海風を考慮した． 
解析条件として，解析領域に関しては，晴海五丁目だけ
ではなく，風下側（都心部）の風熱環境の状況も把握する
ため，図３に示す 2250(m)×1750(m)×180(m)の範囲を解析領
域とした．また，粗度区分に関しては，日本建築学会が出
版している建築物荷重指針・同解説(2004)9)における建築物
荷重指針による粗度区分とべき乗指数の地表面粗度区分
に基づき，建設地及び解析領域の風上側の周辺地域の地表
面の状況から地表面粗度区分Ⅲとし，べき乗値を 0.2 とし
た．そして，その他の解析条件は風の道に着目した上野山
ら 10)や風・熱環境に着目した橋本ら 11)の既往研究など，多
くの CFD 解析を用いた先行研究で用いられている解析条
件を本研究においても用いることとした．以上より，気象
条件と解析条件を表 2に示す．また，格子数に関しては晴
海地区及び都心部における風・熱環境の概略を検証するた
め約 10,000,000 とした． 
（３）解析結果 
解析の結果，都心部に近い風下側における風・熱環境の
大きな変化はみられなかった．また，他の晴海地区に比べ
晴海五丁目地区における風速や温度の変化が大きかった
ため，晴海五丁目地区における現況と将来計画の比較に着
目して考察する．晴海五丁目地区の現況及び将来計画の地
表面温度，地上 2m における風速分布，地上 2m における
温度分布の結果を図 4に示す． 
地表面温度の結果を比較すると，現況における晴海五丁
目地区では下部から中心部にかけて表面温度が 59℃付近
の温度だが，将来計画では下部の一部でも表面温度が 59℃
付近の温度である．これは，将来計画では建物が密集化し
ていることや 5-4 街区における建物の隣棟間隔が狭いこと
で建物により風が阻害され，風循環が悪くなり，温度が高
くなったと考えられる． 
地上 2m における風速分布を比較すると，現況における
晴海五丁目地区では中心部から上部にかけて 3.0m/s 付近
の風速だが，将来計画では 1.0m/s 付近の風速である．また，
将来計画では晴海五丁目地区に流入してくる風が晴海五
丁目地区の外側を回っている．これは，建物が密集してい
ることにより風が阻害され，風が晴海五丁目地区に多くの
風が直接流入されないことが原因であると考えられる．ま
た，5-4 街区において，わずかに風の道がみられるが隣棟
表 1 各街区及び各棟の概要 
棟 建物用途
階数
(地上)
階数
(地下)
高さ
(m)
敷地面積
(m2)
建築面積
(m2)
延べ面積
(m2)
全建築
面積(ｍ2)
全延べ
面積(ｍ2)
セミグロス
建蔽率(%)
セミグロス
容積率 (%)
3-A 17 2 60 1,780 19,610
3-B 17 2 60 1,760 19,810
3-C 15 1 60 1,840 17,680
3-D 15 1 60 2,320 21,300
4-A 18 1 60 1,930 19,020
4-B 14 1 50 1,120 8,910
4-C 14 1 50 1,120 8,890
4-D 18 1 60 1,880 17,070
4-E 18 1 60 1,850 16,910
5-A 14 1 50 1,150 9,970
5-B 14 1 50 3,140 22,450
5-C 16 1 60 2,350 18,350
5-D 14 1 50 1,210 9,670
5-E 18 1 60 1,260 12,840
5-F 18 1 60 1,560 16,220
5-T 50 1 180 2,340 58,100
6-A 14 1 50 1,020 8,620
6-B 18 1 60 1,730 16,800
6-C 18 1 60 1,700 19,100
6-D 14 1 50 1,070 9,190
6-E 16 1 60 1,300 12,690
6-F 14 1 50 1,750 14,800
6-T 50 1 180 2,430 57,800
7-S 商業施設 4 1 35 11,360 7,500 22,800 − − 66.0 200.7
住宅 35,180 11,000 139,000 31.3 395.1
住宅 37,450 13,010 147,600 34.7 394.1
住宅 23,640 7,900 70,800 33.4 299.5
住宅 26,310 7,700 78,400 29.3 298.0
図 3 解析領域 
x 
y
y 
凡例
中央区
江東区
港区
水域面
道路
建物
シミュレーション区域4
日時 2016年8月9日 13時 解析領域(m)(x[m]×y[m]×z[m]) 2250×1750×180
気象台 東京(千代田区大手町) 移流項差分スキーム 1次風上差分
外気温(℃) 37.3 乱流モデル 標準k-εモデル
日射量(W/m2) 905.6 離散化 有限体積法
風向 SSE 速度分布 べき乗則
流入風速(m/sec) 4.2 粗度区分 粗度区分Ⅲ
基準高さ(m) 25 べき乗値 0.2
解析条件気象条件
表 2 気象条件と解析条件 
 間隔が狭く，風の流入が少ない． 
地上 2m における温度分布を比較すると，現況における
晴海五丁目地区での下部で温度が 41～42℃付近，中心部か
ら上部にかけて 37℃付近だが，将来計画では下部で温度が
37℃付近，中心部から上部にかけて 41～42℃付近である．
これは，地表面温度の結果と同様の原因であると考えられ
る．また，晴海五丁目地区と勝どき地区の間にある水面部
の地上 2m 温度分布に関して，現況では 37℃付近だが，将
来計画では 42℃付近である．また，外部熱解析の結果と地
上 2m の温度分布を比較すると，表面温度に比べ地上 2m
の温度分布では全体的に約 20℃前後低いことが確認でき
た．これは，海風により上空の空気が冷却されたと考えら
れる． 
以上より，現況と比較し，将来計画における晴海五丁目
地区の中心部及び上部において風・熱環境が悪化している
ことが示された．また，5-4 街区の隣棟間隔が狭いことで
海風が阻害され，中心部及び上部への海風の流入が弱まっ
ていることが明らかになった．そして，指定容積率及び指
定建蔽率を下回る開発では風下側において，風・熱環境に
大きな影響を与えないことが示唆された．  
 
６．隣棟間隔を考慮した建物配置パターンによるシ
ナリオシミュレーション 
（１）シナリオ作成 
晴海五丁目地区の将来計画シミュレーションの中で，5-
4 街区における隣棟間隔が十分に確保されていないことに
より，風が阻害されていることが明らかになった．従って，
風・熱改善効果を検証するにあたり，5-4 街区において改
善シナリオを作成した．5-4 街区における隣棟間隔を十分
に確保するために，5-4 街区に建設予定である建物の容積
を移す必要があり，晴海五丁目西地区第一種市街地再開発
事業における事業計画書によると，5-4 街区は住居，5-7 街
区は商業施設が建設される予定である．従って，5-4 街区
に建設予定である建物を商業用途として建設される予定
である 5-7 街区に容積を移すこととするため，5-7 街区に
おいてもシナリオを作成した．また，5-4 街区に建設予定
である 4-B棟及び 4-C棟の容積を 5-7街区に移した．また，
5-4 街区の建物配置を並列配置と千鳥配置とした．5-4 街区
は横に長く，縦に短く，敷地が狭いことから建物配置が限
られてくることと，晴海五丁目の将来計画における建物配
置と大きく変更してしまうと，現実性がなくなってしまう
ため，上記の 2 パターンを採用した．5-4 街区では 60m ク
ラスの高層の住宅棟が建設予定とされているため，5-4 街
区における用途地域は第一種中高層住居専用地域または
第二種中高層住居専用地域，5-7 街区は商業施設が建設さ
れる予定であるため，商業地域と定義した．また，都市計
画法が定める第一種中高層住居専用地域または第二種中
高層住居専用地域における建蔽率の上限 60％，容積率の上
限 300％，商業地域における建蔽率の上限 80％，容積率の
上限 1000％の上限を考慮している．また，現状の中央区の
都市計画で定められている，晴海五丁目地区における指定
容積率 500％（商業地域），400％（準工業地域）及び指定
建蔽率 80％（商業地域），60％（準工業地域）を下回って
いる．以上より，本研究において作成した，隣棟間隔を考
慮した建物配置パターンによる改善シナリオを表 3 に示
す． 
（２）解析対象と解析条件 
現況及び将来計画シミュレーションでは晴海五丁目だ
けではなく，風下側の風熱環境の状況も把握することを目
的としたが，シナリオシミュレーションでは改善シナリオ
による晴海五丁目に着目した風・熱環境改善効果の検証を
目的とするため，図５に示す，900(m)×700(m)×180(m)の範
図 4 現況及び将来計画シミュレーション結果 
シナリオ 街区 棟数(棟)
高さ
(ｍ)
隣棟間隔
(ｍ)
セミグロス
建蔽率(%)
セミグロス
容積率(%) 配置
1 5 約56(平均) 約20(平均) 33.4 300 千鳥
2 3 60 30 24.0 225 並列
3 3 60 30 24.0 225 千鳥
4 3 60 40 24.0 225 並列
5 3 60 40 24.0 225 千鳥
6 3 60 50 24.0 225 並列
7 3 60 50 24.0 225 千鳥
1 35 201
2 63 358
3 63 358
4 63 358
5 63 358
6 63 358
7 63 358
5-4
1 一様 66.0 一様5-7
表 3 隣棟間隔を考慮した建物配置パターンによる 
改善シナリオ 
 囲を解析領域とした．格子数に関しては晴海五丁目におけ
る風熱環境を詳細に把握することと，計算負荷の関係から
約 20,000,000 とした．また，気象条件及び解析領域以外の
解析条件は表 2に示したものと同様である． 
（３）解析結果 
隣棟間隔を考慮した建物配置パターンによるシナリオ
シミュレーション結果を図 6に示す． 
シナリオ 1 において街区の棟数が 5 棟であったが，シナ
リオ 2 及び 3，4，5，6，7 において棟数を 2 棟減らし，隣
棟間隔を広げることで風の通りが卓越し，また，地表面温
度及び上空の温度も低減していることが明らかになった．
また，久保田ら 12)がグロス建蔽率が小さいほど風通しが良
いと示しているが，棟数を減らしセミグロス建蔽率を小さ
くしたことで，風循環が改善されたことから，セミグロス
建蔽率が小さいほど風通しが良くなることが明らかにな
った．そして，隣棟間隔を広げることは風循環の改善に繋
がり，暑熱環境を低減させる効果があると考えられる．ま
た，建物の長さに対する隣棟間隔の割合が 22％程度で最も
風循環が悪化し温度が高い結果となり，55％程度で最も風
循環が卓越し暑熱環境への低減が示唆された． 
シナリオ 2，4，6 の並列配置とシナリオ 3，5，7 の千鳥
配置を比較すると，隣棟間隔が 50m と最も広いシナリオ
6，7 において，地上 2m における晴海五丁目地区の中心部
及び，5-4 街区の建物間における 5.0m/s 付近の風速の範囲
が大きく，最も風速が高い．また，地上 2m の温度分布を
みると，両者において晴海五丁目地区の中心部及び，5-4 街
区の建物間における 37℃付近の温度の範囲が大きく，最も
温度が低い．シナリオ 7 に比べシナリオ 6 では 5.0m/s 付
近の風速の範囲が大きく風速が強いことに伴い，37℃付近
の温度の範囲が大きく温度は低くなっている．従って，千
鳥配置において風速が低減されていることから，千鳥配置
ではビル風を抑制する可能性が考えられる．また，並列配
置のシナリオ 6 においては，隣棟間隔が広いことでビル風
が引き起こされる可能性が考えられる． 
シナリオ 2，4，6 の並列配置及びシナリオ 3，5，7 の千
鳥配置における流体の流れを比較すると，並列配置に比べ
千鳥配置でより全体的な流量と中心部に流れる流量が多
いことが明らかになった．また，並列配置に比べ千鳥配置
では 5-4 街区における建物間の風速が低いが，地表面温度
及び上空の温度も低いことが明らかになった． 
以上より，シナリオ 7 において，最も風・熱環境の改善
に効果があると考えられる．従って，佐々木ら 2)が千鳥配
置にしたモデルでは風速比改善効果が得られると示して
いたが，本研究でも同様に千鳥配置は，並列配置に比べ建
物間の風速比が弱まることが確認できた．また，千鳥配置
図 6 隣棟間隔を考慮した建物配置パターンによるシナリオシミュレーション結果 
図 5 シナリオシミュレーション区域 
x 
y
y 凡例
シナリオ区域（5-4街区）
シナリオ区域（5-7街区）
シナリオシミュレーション区域
 にすることでビル風を抑制する可能性が考えられる．そし
て，千鳥配置にすることで全体的に風循環が卓越し，並列
配置に比べ暑熱環境を低減させる可能性が考えられる．さ
らに，建物の長さに対する隣棟間隔の割合が 22％程度で最
も風循環が悪く，温度が高い結果となり，55％程度で最も
風循環が卓越し，暑熱環境を低減させる効果が示唆された． 
 
７．建物配置を考慮した樹高パターンによるシナリオシ 
ミュレーション 
（１）シナリオ作成 
隣棟間隔を考慮した配置パターンによるシナリオシミ
ュレーション結果より，シナリオ 7 において最も風・熱環
境改善効果が示唆されたことから，隣棟間隔が 50m で千
鳥配置のシナリオ７，並列配置のシナリオ 6 に着目した建
物配置を考慮した樹高パターンによるシナリオ作成を行
う．  
本研究では吉田 6)が用いた樹木の高さ及び，奥行き，幅，
葉面密度，抵抗係数を用いることと定義した．また，本研
究では吉田 6)が用いた樹木の抵抗係数を用いるが，神山ら
13)が(1)式に示す，樹木の抵抗係数についての式を示してい
る． 
 
 

	

        (1) 
 
：抵抗係数 ：抗力   ：空気密度  
：代表面積(葉面密度)   ：風速    
 
樹冠温度（葉面温度）に関しては，鈴木 14）が(2)式に示す
樹冠温度の回帰式を用いており，本研究においても(2)式を
用いることで樹冠温度を算出した． 
 
   Ȃ    Ȃ  !" #  Ȃ $  % (2) 
 
：樹冠の温度&  !"：入射日射量'  ：気温& 
$：風速(   ：日射量の影響に関する係数)     - 
%：係数)    -   ：日射量の影響に関する係数)     - 
：気温の影響に関する係数)     - 
樹木の高さは，吉田 6)が用いたパラメータでは高木及び低
木を用いていることから，本研究においても高木及び低木
を用いた．また，樹木により植樹間隔が異なる．街路樹の
植樹間隔について，環境省では平成 22 年度ヒートアイラ
ンド現象に対する適応策検討調査業務報告書 15)において
道路緑化技術基準・同解説 16)を参照し，樹高及び植樹間隔
の定義を示しているため，本研究においても上記を参照し，
樹高と植樹間隔を定義し，高木の植樹間隔を最大の植樹間
隔である 10m，低木の植樹間隔においても高木の植樹間隔
である 10m とした．植樹エリアに関しては，図 7で示すよ
うに，5-4 街区と海との間スペースに植樹した．図１示し
た，晴海五丁目地区の将来計画におけるイメージパースに
おいて，5-4 街区と海との間に植樹されることが計画され
ているため，本研究においても 5-4 街区と海との間に植樹
した．また植樹範囲の x 方向は 5-4 街区にある 4-A 棟の末
端から 4-E 棟の末端までとの間で最高で 38 本，y 方向は図
1 で示した晴海五丁目地区イメージパースより海の前はプ
ロムナードになることが予想されるため，5-4 街区の外側
からプロムナードまでの間で植樹することとし，プロムナ
ードがつくられることを想定して 3 本とした．従って，合
計 114 本の樹木を植樹することとした．以上より，表 4 に
建物配置を考慮した樹高パターンによる改善シナリオを
示す． 
（２）解析対象と解析条件 
図 4に示す，隣棟間隔を考慮した建物配置パターンによ
る シ ナ リ オ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン と 同 様 の
900(m)×700(m)×180(m)の範囲を解析領域とした．また，格
子数に関しても同様に約 20,000,000 とした．また，気象条
件及び解析領域以外の解析条件は表2に示したものと同様
である． 
（３）解析結果 
建物配置を考慮した樹高パターンによるシナリオシミ
ュレーション結果を図 8に示す． 
シナリオ 6-1，6-2，6-3 を比較すると，晴海五丁目地区
の中心部における地表面温度の大きな違いはあまり見ら
れないが，地上 2m における温度分布をみると，10m の樹
木を植樹したシナリオ 6-2 では，他のシナリオに比べ中心
部において，風の道の通り沿いに 37℃付近の温度の範囲が
最も広がっており，温度が低減している範囲が増加してい
る．また，地上 2m における速度分布をみると，シナリオ
6-2 ではシナリオ 6-1，6-3 に比べ中心部及び，5-4 街区の
建物間での風速が高いが，5.0m/s 付近の風はみられないこ
とから，ビル風を引き起こす可能性は低いと考えられる．
以上より，シナリオ 6-2 において風・熱環境における改善
図 7 植樹エリア 
凡例
植樹エリア
シナリオ区域（5-4街区）
シナリオ区域（5-7街区）
シナリオシミュレーション区域
x 
y
y 
表 4 建物配置を考慮した樹高パターンによる 
改善シナリオ 
シナリオ 5-4街区の建物配置 樹木の種類
樹木の高さ
(m)
奥行き
(m)
幅
(m)
葉面密度
(m2/m3) 抵抗係数
葉面温度
(℃)
左右前後の
植栽間隔(m)
植樹本数
(本)
6-1 並列 低木 0.8 2 2 4.0 0.4 114
6-2 並列 高木 10 6 6 8.8 0.2 114
6-3 並列 低木+高木 0.8，10 2，6 2，6 4.0，8.8 0.4，0.2 57，57
7-1 千鳥 低木 0.8 2 2 4.0 0.4 114
7-2 千鳥 高木 10 6 6 8.8 0.2 114
7-3 千鳥 低木+高木 0.8，10 2，6 2，6 4.0，8.8 0.4，0.2 57，57
1037.4
 効果が最も高いと考えられ，建物の配置が並列配置におい
ては，建物の前面に植樹する際には高木を植樹することで，
風・熱環境改善への寄与が示唆された． 
シナリオ 7-1，7-2，7-3 を比較すると，晴海五丁目地区
の中心部における地表面温度の大きな違いはあまり見ら
れないが，地上 2m における温度分布において，シナリオ
7-2 とシナリオ 7-3 を比較すると，両者とも中心部におい
て，風の道の通り沿いに 37℃付近の温度の範囲がみられる
が，シナリオ 7-3 では中心部における 41.5℃付近の温度の
範囲が減少しており，温度が低減している範囲が増加して
いる．また，シナリオ 7-1～7-3 の中心部及び，5-4 街区の
建物間における地上 2m の速度分布を比較すると，シナリ
オ 7-1，7-2 では地上 2m において 4.6～5.0m/s 付近の風速
がみられるが，シナリオ 7-3 では 4.6～5.0m/s 付近の風速
は確認できず，風速が低減している．また，地上 2m の温
度分布をみると，中心部においてシナリオ 7-1，7-2 では
41.5～42℃付近の温度が広がっているが，シナリオ 7-3，7-
2 では 41～41.5℃付近の温度が広がっている．以上より，
シナリオ 7-3 において風・熱環境における改善効果が最も
高いと考えられ，建物の配置が千鳥配置においては，建物
の前面に植樹する際には低木及び，高木を交互に植樹する
ことで，風・熱環境改善への寄与が示唆された． 
以上の結果から，シナリオ 6-2 とシナリオ 7-3 を比較す
ると，晴海五丁目地区の中心部における地表面温度の大き
な違いはあまりみられないが，地上 2m における温度分布
において，シナリオ 6-2 に比べシナリオ 7-3 では中心部に
おける 42℃付近の温度の範囲が減少しており，温度が低減
している範囲が増加している．また，中心部及び，5-4 街
区の建物間における地上 2m の速度分布を比較すると，シ
ナリオ 6-2 では地上 2m において 4.6～4.8m/s 付近の風速が
みられるが，シナリオ 7-3 では 4.0～4.2m/s 付近の風速が
みられることから，風速が低減している． 
以上より，シナリオ 7-3 において風・熱環境における改
善効果が最も高いと考えられる．また，建物の配置が並列
配置においては，建物の前面に植樹する際に樹木の高さを
高木にすることで，風・熱環境における改善効果に最も寄
与する可能性が示唆された．建物の配置が千鳥配置におい
ては，建物の前面に植樹する際に樹木の高さを低木及び高
木，且つ交互に植樹にすることで，風・熱環境における改
善効果に最も寄与する可能性が示唆された．また，建物の
前面に樹木を植樹した際に，建物配置が並列配置及び千鳥
配置の両者において風速が弱まると同時に，温度は低下す
ることが明らかになった．従って，樹木を植樹することで
風のエネルギーを緩和し，ビル風の抑制が示唆された．  
 
８．結論 
 本研究では，現況及び，将来計画における晴海五丁目地
区を対象に風・熱環境の検証を行った．また，隣棟間隔を
考慮した建物配置パターン及び，建物配置を考慮した樹高
パターンの 2 パターンによるシナリオを作成し，シナリオ
シミュレーションを行い，風・熱環境改善効果の検証を行
った． 
以下に，本研究で得られた知見と今後の展望を記す． 
＜現況及び将来計画における風・熱環境の検証＞ 
 現況と比較し指定容積率及び指定建蔽率を下回る開発
では風下側において風・熱環境に大きな影響を与えないこ
とが示唆されたが，将来計画における晴海五丁目地区の中
心部及び上部にて風・熱環境が悪化していることが示され
た．将来計画における 5-4 街区の隣棟間隔が狭く，5-4 街
区の建物によって海風が阻害され，海風が中心部及び上部
図 8 建物配置を考慮した樹高パターンによるシナリオシミュレーション結果 
樹木 
 への流入が弱まっていることが示された．従って風環境に
は建物の隣棟間隔や配置，高さが大きく影響していること
が示唆された．  
＜シナリオシミュレーションによる風・熱環境改善効果
の検証＞ 
a) 隣棟間隔を考慮した建物配置パターン 
隣棟間隔を考慮した建物配置パターンによるシナリオ
を 7 通り作成し，風・熱環境改善効果の検証を行った．風
循環を良くするためには建物配置や周りの建物との関係
性が重要であり，それに伴った適切な隣棟間隔が必要であ
ることが示唆された．セミグロス建蔽率が低いほど風通し
が良くなることが明らかになった．建物の長さに対する隣
棟間隔の割合が 55％程度で最も風循環が卓越し，暑熱環境
を低減させる効果が示唆された．建物の配置が千鳥配置で
は並列配置に比べ建物間の風が弱まり，ビル風の抑制が示
唆された．従って，千鳥配置にすることで全体的に風循環
が卓越し，並列配置に比べ暑熱環境への低減が示唆された． 
b) 建物配置を考慮した樹高パターン 
建物配置を考慮した樹高パターンによるシナリオを6通
り作成し，風・熱環境改善効果の検証を行った．樹木を植
樹することによって，風・熱環境の改善効果に寄与するこ
とが示されたが，建物の前面に樹木を植樹する際には，建
物の配置の違いが，風・熱環境に影響を与えるため，配置
に適した適切な樹木の高さが必要であることが示唆され
た．建物の配置が並列配置においては，建物の前面に植樹
する際に樹木の高さを高木にすることで，風・熱環境改善
効果への寄与が示唆された．建物の配置が千鳥配置におい
ては，建物の前面に植樹する際に樹木の高さを低木及び，
高木，且つ交互に植樹することで，風・熱環境改善効果へ
の寄与が示唆された． 
 現状の晴海五丁目地区の将来計画では 5-4 街区の棟数が
5 棟，隣棟間隔が約 20m であるが，将来計画が大きく変更
される可能性は低いため，5-4 街区における棟数を減らす
ことや，隣棟間隔を広げることは現実的には難しい．その
ため，今後は街区内や街区周辺に樹木を植樹し緑地帯を増
加させることや壁面緑化，屋上緑化などを推進していく必
要があると考えられる． 
 
９．今後の課題 
 詳細に検証する必要がある部分において，スーパーコン
ピュータを用いて，格子数を細かくして検証を行う必要が
ある．隣棟間隔や建物配置，高さ，樹木の高さや植樹間隔，
配置のパターン，対象地域の母数を増やし，パラメトリッ
クスタディを行い，定量的に検証を行う必要がある．林ら
3)が，CASBEE-HI の風通しに関する採点基準の評価の有効
性に関して再考の余地があると示しているが，風通しの良
い隣棟間隔の評価を，CASBEE-HI の隣棟間隔指標を用い
て，定量的に評価する必要がある．また，実測調査を行う
ことで，定量的に検証する必要がある． 
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